
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

安曇野市 三郷公民館だより 

 

令和 8 年(2026)年 5 月号 

三郷公民館  (文責)藤松 

住所 安曇野市三郷明盛 4810-1 

電話 77-2109 FAX 77-6060 り ん ご 

探訪用の資料を各種用意してあります。三郷公民館にお越し下さい。! 

裏面もご覧ください。 

春です。三郷地域を探訪してみませんか? 

番号 目通り 直径 高さ

① ５．２３ｍ １．７ｍ 8.23ｍ

② ４．６０ｍ １．５m 5.54ｍ

③ ２．６５ｍ ０．９ｍ 14.11ｍ

④ ２．２４ｍ ０．７ｍ 12.73ｍ

⑤ ３．３５ｍ １．１ｍ 28.66m

⑥ ３．６２ｍ １．２ｍ 24.61ｍ

⑦ ２．５４ｍ ０．８m 18.2ｍ

⑧ ３．５５ｍ １．1ｍ 29.27ｍ

⑨ ３．３４ｍ １．１ｍ 26.81ｍ

⑩ ５．４０ｍ １．７ｍ 45.51ｍ

⑪ ２．５０ｍ ０．８ｍ 22.27ｍ

責任編集：三郷公民館
参考文献：三郷村史Ⅱ（第１巻自然編）

※巨木が植生している場所は個人の敷地であると
か、墓地内である為、近くでの見学、写真撮影をする
場合、地主等に断りを入れてから。見学をしてくださ
い。

ヒマラヤスギ 昭和61年3月31日 三郷明盛4810-1（支所内）

カスミザクラ 平成12年4月1日 三郷小倉2384-2（南小倉）

ユリノキ 昭和61年3月31日 三郷明盛4810-1（支所内）

住吉神社御神木ヒノキ 平成2年2月16日 三郷温（住吉神社拝殿北）

イチョウ 昭和43年10月1日 三郷小倉492-ロ（北小倉）

カヤ 昭和43年10月1日 三郷小倉492-ロ（北小倉）

クワノキ 昭和43年10月1日 三郷明盛1612（一日市場）

クロマツ（樹長31.2ｍ） 昭和43年10月1日 三郷小倉492-ロ（北小倉）

シダレヒガンザクラ 昭和51年3月15日 三郷小倉２５４８（南小倉）

クワノキ 昭和43年10月1日 三郷明盛1391（一日市場）

三郷地域の天然記念物（巨木）

名　　　　　　　　称 指定年月日 所在地

シダレヒガンザクラ 昭和43年10月1日 三郷小倉２１９０－ニ（南小倉）
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三郷地域神社マップ

八幡宮

白山社

諏訪神社

玉鉾神社

住吉神社

諏訪神社

津島社
諏訪神社

神明社

三郷神社三柱神社

伍社宮

熊野神社

義民社

①巾下道祖神
嘉永元年（1848） 双体・祝言

100×80 硬砂岩
添彫「帯代十両」

製作：三郷公民館 ②三角原道祖神
天明元年（1781） 双体・握手

108×40 花崗岩

③本村道祖神 ④芝口道祖神 ⑤東村道祖神 ⑥西村道祖神
文化12年（1815） 双体・握手 寛政9年（1797） 双体・握手 寛政7年（1795） 双体・握手 寛保元年（1741） 双体・祝言

94×75 花崗岩 85×45 花崗岩 106×65 花崗岩 94×75 花崗岩
灯籠2基 安曇野市最古の造立

三郷地域道祖神マップ(温・明盛南部)
野沢

野沢 上長尾
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真光寺の扁額

松本地域庚申信仰の中心となる梓川上野の真光寺

製　　　作：三郷支所、公民館　令和２年８月

参考文献：三郷村史Ⅱ村落編(付図）

三郷地域 庚申塔マップ

㎞

周回数
周 周 周

距離
㎞ ㎞ ㎞ ㎞

周 周

ウォーキング記録票

目標30㎞（≒三郷地域14ｺｰｽの合計）
　　　　三郷公民館で完歩証・粗品を進呈します。

上　長　尾　地　区　編

～地区を知る＆健康になる～

（R３.12.１現在　三郷公民館）

※交通事故防止のため右側通行・安全確認を。
　　持病がある場合は医師にご相談を。

合計
㎞

公民館確認
コピー済印

R　　．　　．　　 印

月/日 / / / / /

/ / /

㎞

周
周回数

周 周 周 周

距離
㎞ ㎞ ㎞ ㎞

㎞

/ / /

周回数
周 周 周 周 周

距離
㎞ ㎞ ㎞ ㎞

月/日

お名前

月/日 / /

/ /

史跡×ウォーキング

ｺｰｽ距離；約２.０㎞/周

所要時間；２５分/周

上長尾

地区

公民館

西村道祖神
寛保元年（1741）建立

双体・握手

平福寺

1

２

５

甕忠左衛門ほか

甕家墓所

４

北

３

東村道祖神

寛政７年（1795）建立

双体・握手

全 14地区のウォーキングマップが整っています。 

14地区の史跡紹介冊子 

 三郷地域巨木マップ 三郷地域神社マップ
です。 

庚申塔マップ 

人気の道祖神マップ 

利用したい方は、公民館

窓口にお越しください。 

 なお、品切れの場合はご

容赦ください。 
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5/24(日) 安曇野市公民館大会(各地区公民館役員 3名ずつ出席します。) 

 31(日) 春季スポーツ大会（三郷文化公園体育館アリーナで実施） 

※ 2 月に実施したボッチャが好評につき、今回も計画しました。 

6/ 6(土) 三郷支部社会福祉協議会の花植事業への参加協力 

    ※ 公民館ではプランター5個に苗を移植し、公民館玄関に飾ります。 

11(木)  認知症サポーター養成講座 

12(金) 陶芸教室① 

14(日) 郷土講演会  <飛騨への道の歴史と西山の自然について> 

17(水) コーヒー講座 

19(金) 三郷祭運営委員会（地区公民館長・スポーツ推進委員等参加） 

※ 昨年度、全ての三郷祭行事が再出発できました。その反省に立って本年度の三郷

祭の開催方針について検討し、各団体の見通しを立てます。 

今後の主な公民館の事業予定 

地域学校協働本部連絡会 5 年目スタート! 
☆地域学校協働本部とは?  
令和 4年に安曇野市コミュニティスクールの発足とともに設けられました。 
 三郷小・中学校、こども園を核として、地域のみなさんが幅広く参加した情報交換の集いです。今まで

の集い中で、地域のみなさんや学校の願いを共有し活動を行うことで、子どもの健やかな成長のための支援

や地域の皆さん同士のつながりづくりを深めることを目指してきています。 

(活動の一例)通学時の見守り、授業サポート、地域行事と学校の校外学習の連携など 

 

 
～各団体の挨拶から～ 

【市教委 生涯学習課】この 4月から「教育委員会だより」が創刊され、ホームページでの掲載が始まった。

「コミュニティスクール事業だより」も発行がスタートした。 

【市教委 学校教育課】部活動を地域へ移行する方向性が出され、休日の部活は 8年度完全移行、平日の部

活は 10 年度完全移行を目指している。 

【子ども家庭支援課】安曇野子育てガイドブックという本を配布してある。また、課内に子どもの成長にか

かわった相談窓口が設置されている。ご活用を。 

【三郷小学校】児童会のスローガンは「今日も明日もワクワクする三郷小」です。職員も大事にしたいと考

えている。地域の方々にも引き続きお世話になります。 

【三郷中学校】学校目標は「豊かに生きる人となる」。75周年式典を行う。生徒の「三郷力」は地域の協力

をいただいて育てていく。 

【認定こども園】環境を整え子どもを迎えたい。中学生の職場体験や家庭科学習で迎え入れたい。小学校と

の連携も考えていきたい。 

【社会福祉協議会】学校の福祉教育、コミュニティスクール事業、ワークショップ等を引き続き実施してい

きたい。地域と子どもが一緒に学ぶ機会を大切にしたい。 

【三郷児童館】年間 100 以上の乳幼児・小学生対象の行事を行っている。サンタ役や農園体験などで地域の

方に協力をいただいている。 

【三郷交流学習センター】子どもの居場所として図書館がなるといい。子どもが本に親しむ機会をつくりた

い。自習室もさらに活用してほしい。 

【三郷民生児童委員会】地域の身近な相談相手として、住民の安心・安全をもとに対応していきたい。5月

は全国一斉活動強化月間、6月は啓発活動を行う予定。 

【主任児童委員】今年も園の要望に合わせてボランティア活動を行う。また、1年生の見守りを全員でおこ

なう。地域の家庭や子どもの困りごと相談をつないていきたい。 

【小中学校コーディネーター】学校と地域をつなぐ橋渡し役を引き続き行う。[小]活動人数が減っている。 

学校のボランティアのニーズを把握したい。地域に子どもの受け皿が乏しくなっているので、コーディネー

ターが子どもの集団の中に入っていき子どもの成長を支えたい。[中]地域講師として三郷セルフや地域学習

会で支えたい。文化公園清掃など地域貢献やプランターでの花づくりなどでさらに協力したい。 

【三郷公民館】子どもと地域をつなぐ場としても三郷祭開催を工夫したい。 


